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比較文化的に見た歌舞伎の妖怪─―九尾の狐を中心
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婦伝』（高井蘭山作、享和 3 年［1803］－文化 2 年［1805］）や『画本玉藻譚』（岡
田玉山作画）の刊行で広く知られることとなった。その後、文化 3 年（1806）3 月
には浄瑠璃『絵本増補 玉藻前曦袂』が大阪で、翌文化 4 年 6 月には江戸市村座で
歌舞伎『三国妖婦伝』が上演された 5。当時玉藻譚は流行しており、『玉藻前御園公服』
 2 服部幸雄「舞台の芸の説話的背景」松田修・益田勝実編『日本の説話 ₅―近世』東京美術、
1975 年。










 5 『増補日本架空伝承人名辞典』平凡社、1986 年、332–333 頁、「玉藻前」項目参照（中山幹雄筆）。
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比較文化的に見た歌舞伎の妖怪
トケビは男性的であるので、男性的な怪異現象全般をカバーし、女性的な怪異現象
はクミホがカバーしているのではなかろうか（『僕の彼女は九尾狐』にも、男児の
トケビと美女のクミホが登場していた）。韓国では人間との恋愛や別れなどの物語
を描く際、クミホは使いやすい妖怪であり、それに代わるものが他にあまりいない
のではないかと思うが、どうだろう。
　歌舞伎が演劇である以上、歌舞伎の狐と比較するためには、中国・韓国の演劇の
九尾狐との比較をすることが本来望ましい。演劇と映像は質が異なるので、歌舞伎
と比較する場合には本来映像ではなく演劇とともに検討すべきであるが、私の研究
能力に限界があり叶わない。ウチとソトから日本の妖怪を研究するためにも、ぜひ
識者のご教示をお願いしたい。
